
計量経済基礎

木曜　1時間目（AM8:50 – 10:20）
法経講義棟　1番講義室

「対面＋オンライン」授業
オンライン状況を確認のため録画します。
ただし，公表することはありません。



2

●事前知識

学部レベルの統計学は必要
授業科目では，学部の統計（今学期，水 2・金 3，5番教室），
または，大学院の統計基礎（今学期，火 5，メディア）

● TAについて

王　馨（オウ　ケイ，WANG XIN）さん：　wx1184097947 [at] yahoo.com
TAセッションは行いません。
質問等は TAの王さんにお願いします。
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